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令和元年度 事務局 事業計画 

  
1.総会･理事会等開催 
 (ア) 社員総会の開催 

①定時社員総会の開催 日時：令和元年７月 6 日(土) 新規スポーツ協会ビル 
(イ) 理事会の開催 

①第１回理事会 令和元年６月 15 日(土)  新規スポーツ協会ビル 
 

2 監査会の開催 
 ① 平成 30 年度 会計監査（東邦監査法人） 開催日程：令和元年 6 月 6 日(木)-7 日(金)  

開催場所：ＪＣＡ事務局 
② 平成 30 年度 監査会 日時：令和元年６月 11 日(月)～13 日(水)(左記の 1 日)  ＪＣＡ事務局 
 

3 上部団体対応 
 ①公益財団法人 日本オリンピック委員会    

各種提出書類対応 事務局長会議  NF・JOC 強化連携会議 他 委員会対応  
②公益財団法人 日本スポーツ協会  各種提出書類対応  事務局長会議  記者クラブ対応 他 
 

4 補助事業の申請・実施・報告業務 
 日本スポーツ振興基金(JSC) スポーツくじ助成 等 

(申請事業数 48 申請総事業費額  
 

5 世界カーリング連盟対応 
 加盟費等支払い 提出・申請書類各種対応 各種大会エントリー ユニフォーム申請 等 

 
6 広報活動 
 ①ホームページの維持・更新業務  

②フェイスブック、ツィッター インスタグラム維持・更新業務(マーケティング委員会と共同管理) 
③ホームページ上でのアーカイブの充実 
④協賛企業対応 

・ミズノ(代表ユニフォーム制作 納品スケジュール作成 他) 
・全農(協賛内容の見直し 契約) 
・日本航空(協賛内容の見直し 契約)   

  ・ニコンエシロール 
 

7 会計業務 
 日常会計業務(銀行残高確認(資金繰り) 会計ソフト入力) 

税務管理(顧問契約による税理士との連絡業務)   
月次(四半期)試算表作成 各種取引業務(契約書管理 支払い) 決算業務 
納税 給与計算 社会保険手続き 他 
 

8 競技者登録  登録証の発行 
 
9 全国事務局長会議の開催 令和元年９月開催予定 
 
10 事務局移転準備  
  ・事務所移転準備  
  ・移転 5 月 22 日 
   
11 その他 
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令和元年度 総務委員会 事業計画 

 

令和元年度（2019 年度）総務委員会事業計画（案） 

 

１． 委員会の開催 

・年６回程度の web 会議開催を基本とし、それ以外にも必要に応じ適宜開催。 

・集合会議は２回開催。 

（2019 年度の事業計画等が承認される定時総会に合わせて開催し、2019 年度の活動、事業実務の詳細につ

いて協議。又年度末前に 2020 年度事業計画の詳細と進め方について協議。） 

 

２． 役員選考規程の改訂及び役員選考方式についての提案 

・2019 年度設置の役員選考委員会における選考委員構成及び選考方式について検討し、 

 規程改訂を含め理事会に提案する。 

 

３． 役員の定年制導入についての提案 

・これまでの役員の任期や定年制についての議論、検討から定年制設置に向けて規程等の改訂を含め理事会へ提

案する。 

 

４． 諸規程の改訂及び起案作業の実施 

・公益法人として引き続き内部統制の強化を図るため、既存規程の見直しや、新たな規程の起案、策定作業を実

施。 

 

５． 事務局移転及び事務局長交代等、新事務局体制発足のバックアップ支援 

・新事務局体制の発足に伴う規程の整備等、総務委員会所管事項の遂行。 

 

６． 有料観戦等マーケティング事業に関する検証 

・マーケティング特別委員会が進める収益事業の収益増加を目指し、事業検証面等から協力する。 

 

７． 登録証の発行（事務局依頼） 

・登録料の振込が確認された加盟協会から随時発行。 

 

８． その他 

・全国事務局長会議（JCA 主催）に委員長又は副委員長を派遣し、事務レベルでの提案等について検討、改善

等協力を行う。 

 会議での意見や提案等については理事会へ報告する。 

・各専門委員会及び地方協会、大会会議等に、JCA の web 会議システムの活用を引き続き提唱し、システムの

効率的な利用を図る。 

・JCA 組織図（内閣府等への提出、公表等）の作成。 

 

９． 令和元年度総務委員会予算（案） 

 

         内       容   金 額 

委員会経費 会議室利用料（18,000×2 回）   36,000 

 参加旅費交通費    2 回   500,000 

 事務経費   10,000  

           経費計   546,000 

事業費 登録証発行、共通名刺作成   25,000 

 大会及び会議派遣費 

（有料大会 JCC 等） 

（事務局長会議） 

  350,000 

       事業費計  375,000 

計      921,000 
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令和元年度 指導普及委員会 事業計画 

               

ピョンチャンオリンピックにて男子２０年ぶり出場、女子が念願の銅メダル会得でカーリング多くのメディアに連日

大きく報道され多くの方に認知され、普及の最大のチャンスであります。今後も計画的・継続的なカーリングスクー

ルと指導者の養成を行ない、カーリング競技の普及と競技力の向上に努めます。 

 

１． 委員会の開催 

委員会の活性化とカーリング人口拡大のため集合委員会を年２回、ウエブ会議を多く取り入れる。 

・第１回指導普及委員会（主に事業計画の確認および具体的内容の検討） 

日時：令和元年７月 7 日（日）予定  

・第２回指導普及委員会（主に事業の進捗状況確認および次年度計画の検討） 

日時：令和元年１２月 8 日（日）予定 

※指導普及委員会開催に先立って正副委員長会議を開催予定。 

・必要に応じｗｅｂ会議を開く。 

２．公認カーリング指導員の養成 

（公財）日本体育協会の委託を受けて開催するが、今年度は指導員養成講習会を開催する。 

公認カーリングコーチレベル１専門科目養成講習会   

期日：令和元年 11 月 2 日（土）～4 日（月） 3 日間 

会場：青森県みちぎんドリームスタジアム 

対象：１８歳以上 カーリング経験３年以上 

参加人数：2０名 程度 

 

３．ＪＣＡカーリングスクール開催及び公認指導者トップアスリートの活用促進 

１． DAP の補助金を利用しＪＣＡカーリングスクールを行う。 

 ＪＣＡスクールカーリング１ 

開催地  東京 東大和スケートセンター 

開催日 令和元年 7 月 27 日（土） 

主管  東京都カーリング協会 

受講対象者：未経験者及びレベルアップコースとする。 

定員 ６０名 

講師   山口 剛史選手他３名 

  

 ＪＣＡスクールカーリング２ 

開催地  秋田 県立スケート場 

開催日 令和元年 10 月 26 日（土） 

主管  秋田県カーリング協会 

受講対象者：未経験者及びレベルアップコースとする。 

定員 未定 

講師   両角 公佑選手他 

 

４．未導入県へのカーリングの普及啓発 

カーリング競技の未導入県や未組織県に対し、カーリング情報の提供や普及啓発を図り、導入や組織化を

進めると共に、カーリングの胎動のある県に対しては、普及啓発の一環として公認カーリング指導者を派遣

しミニスクール等を開催する。 

５．（公財）日本スポーツ協会会議への参加 

全国指導者連絡会議 

指導者養成講習説明会 

その他 

 

６．公認指導者養成講習スタートコーチの準備 
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    ２０２０年度から新制度によりスタートコーチが開催されるため、新カリキュラム作成部会にて新カリキ

ュラム作成。 

     

 

７．2019 世界ミックス選手権日本代表選考会 

   開催場所 青森県 みちぎんドリームスタジアム 

開催日  令和元年８月予定 

   募集   １５チーム予定 

    

 ８．公認指導員 功労賞選考. 

    委員会選考内規 

    １.公認指導員レベル２以上のもの。 

２.１５年以上継続され６０歳以上で指導に貢献され、加盟協会長が推薦したもの３名を選考し、スポーツ協 

会へ推薦する。ただし、レベル１でも特に顕著な功績があり加盟協会長が推すれば認める。 
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令和元年度 競技委員会 事業計画 

 

 

 

 

 

 

①競技委員会の開催〈１，０５０千円〉 

・ 第１回委員会〈４５０千円〉 

日 時：２０１９年９月２８日（土）～２９日（日） 

場 所：北海道札幌市 北海道立総合体育センター研修室 

・ 第２回委員会〈３００千円〉（旅費一部自己負担） 

日 時：２０１９年１０月１９日（土）[福岡県] 

場 所：福岡県：福岡市 

・ 第３回委員会〈３００千円〉 

日 時：２０２０年４月４日（土）[東京都] 

場 所：東京都 八重洲プラザ 

・ Web 会議 ～ 随時開催 

 

②審判員検定講習会及び研修会 〈４５０千円〉 

・Ａ級研修会〈２５０千円〉 

開催日程：２０１９年９月２８日（土）～２９日（日） 

  開催場所：北海道札幌市 北海道立総合体育センター研修室 

・Ａ級派遣研修〈１００千円〉 

 開催日程：２０１９年１２月１８日（水）～２２日（日） 

 開催場所：軽井沢国際大会（長野県：軽井沢町） 

・Ａ級検定講習会（隔年実施～本年開催）〈２００千円〉 

 開催日程：２０１９年９月７日（土）～８日（日） 

 開催場所：東京都内（新事務局若しくは都内会議室）   

・Ｂ級検定講習会〈１００千円〉 

  開催日程：２０１９年１１月９日（土）～１０日（日） 

若しくは ２０２０年２月２９日（土）～３月１日（日） 

 開催場所：日本ジュニア大会（妹背牛町）若しくはミックスダブルス大会(札幌市)  

 ・Ｃ級検定講習会 

  開催日程及び場所 各都道府県協会にて決定のうえ実施 

 ・アイスメイク講習会〈８０千円〉 

   開催日程：２０１９年９月上旬 

  開催場所：北海道開催          

 ・審判部会議〈１００千円〉 

   開催日程：２０１９年９月２９日(日) 

  開催場所：北海道札幌市 北海道立総合体育センター研修室 

 

 

③各種大会の開催日程及び開催場所 

○第１５回日本車いすカーリング選手権大会  

  開催期間：２０１９年５月２４日（金）～２６日（日） 

  開催場所：青森県青森市：みちぎんドリームスタジアム 

参加チーム：６チーム 北海道３、本州３ 

 

○第２８回日本ジュニアカーリング選手権大会 

  開催期間：２０１９年１１月５日（火）～１０日（日） 

開催場所：北海道：妹背牛町 妹背牛町カーリングホール 

参加チーム：男女各８チーム 

     出場枠：北海道：３ 東北：１ 関東中部：２ 西日本：１ 開催地推薦：１ 

  ※出場辞退を辞退する場合は、２０１９年９月１５日までに「出場辞退届」を日本カーリング協会長宛に提出す

ること。 

  ※出場辞退があった場合の他ブロックへの割当は、次の順番とする。東北⇒北海道⇒関東中部 

・日本選手権大会その他の競技大会の開催 

・競技力向上事業の実施及び調査研究 

・審判員の資格認定 

・国際競技大会等の開催並びに国際競技大会への代表参加者の選定及び派遣 
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 ※初日は公式練習及びチームミーティング等の実施 

 ※予選リーグ・決勝トーナメントともに 8 エンド 

 

○第１０回全日本大学対抗カーリング選手権大会 

  開催期間：２０１９年１１月２９日（金）～１２月１日（日） 

  開催場所：北海道：札幌市 どうぎんカーリングスタジアム 

       ※第３回競技委員会で日程・ブロック枠について再検討（日程変更の可能性有） 

 

○第１５回全国高等学校カーリング選手権大会  

  開催期間：２０２０年１月３０日（木）～２月２日（日） 

開催場所：青森県青森市：みちぎんドリームスタジアム 

参加チーム  男女各５チーム 

北海道：１ 東北：１ 関東中部：１ 西日本：１ 開催地：１ 

 

○第３７回日本カーリング選手権大会（男女）  

  開催期間：２０２０年２月 8 日（土）～１６日（日）  

  開催場所：未定  

  参加チーム：男女各９チーム  

・ブロック代表チーム（北海道１ 東北１ 中部１ 関東１ 西日本１）５ 

・前年度優勝、準優勝（強化チーム A・B）２ 

・ワールドカーリングツアー（WCT）最上位チーム１ 

・ワイルドカードチーム１（日本カーリング選手権大会出場決定戦） 

 

○第１３回日本ミックスダブルスカーリング選手権大会  

  開催期間：２０２０年２月２５日（火）～ ３月１日（日） 

  開催場所：北海道：札幌市 どうぎんカーリングスタジアム 

参加チーム：２１チーム 前年度優勝１、準優勝１、強化枠 4 

        北海道 3、東北３、関東３、中部３、西日本３ 

 ○第１７回日本シニアカーリング選手権大会  

  開催期間：２０２０年３月５日（木）～８日（日） 

  開催場所：北海道：北見市常呂町 アドヴィックスカーリングスタジアム  

  参加チーム： 

    男子：北海道４、東北２、関東中部２、西日本１、開催地１ 計１０チーム(２ブロック) 

    女子：北海道２、東北２、関東中部２、西日本１、開催地１ 計８チーム(2 ブロック) 

     ※１１月末日までに各ブロックからの出場意向を聴取決定。 

欠場枠＝前年度の対象年齢登録者数によって割振りを行う（北海道は優先順位１位）。  

①世界選手権への出場権を優勝チームに優先的に与えることとするが、優勝チーム単独で参加できない場合は、

２位、３位チームまでその権利を与える、或いは１位、２位、３位の選手による混成チームでの参加も可とす

る。 

②日本協会として派遣費用の一部助成 

 

④その他の大会 

○２０１９軽井沢国際カーリング競技大会  

  開催期間：２０１９年１２月１８日（水）～２２日（日） 

 開催場所：長野県軽井沢町：軽井沢アイスパーク 

 

⑤２０２０年度事業 

○第１６回日本車いすカーリング選手権大会  

  開催期間：２０２０年５月２２日（金）～２４日（日）（JWCA にて最終決定） 

  開催場所：長野県軽井沢町：軽井沢アイスパーク     

参加チーム：６チーム 北海道３、本州３ 

 

 

 

 

 

 

 



- 7 - 
 

令和元年度 強化委員会 事業計画 

 

1. 強化事業の目標，課題 

 強化事業における最大の目標は，カーリング日本代表チームがオリンピック冬季競技大会，世界カーリング選手権

大会において金メダルを獲得することである．  

今年度の目標を， 

1) 2020 年世界女子カーリング選手権大会メダル獲得， 

2) 2020 年世界男子カーリング選手権大会メダル獲得， 

3) 2020 年世界ミックスダブルスカーリング選手権大会メダル獲得， 

4) 2020 年世界ジュニアカーリング選手権大会男女プレーオフ進出， 

5）ユースオリンピック冬季競技大会（2020/）メダル獲得， 

とする． 

  

強化方針は，各カテゴリーの強化チームを海外強化合宿に派遣し，国際競技力を向上させることである．特に，ミッ

クスダブルス，ジュニア，ユニバーシアードのカテゴリーのチームの国際競技力向上が課題である．これらのカテゴ

リーのより多くのチームを海外強化合宿に派遣し，海外チームとの対戦を増やし，国際経験を積ませられるように計

画，実行する． 

 

2. 令和元年度強化事業 

 上記の目標に向けた強化事業を実施する． 

1) 強化チーム・選手の指定 

2) 国内強化合宿の実施 

3) 夏季国内合同強化合宿の実施 

4) 冬季国内合同強化合宿の実施 

5) 夏季国内ジュニア合同強化合宿の実施 

6) 国際大会日本代表選手選考 

7) 海外強化合宿（男女強化チーム，ジュニア強化チーム男女，ユースオリンピック日本代表）の実施 

8) 国際大会への日本代表チームの派遣，強化スタッフ，サポートスタッフの派遣 

 

3. 令和元年度強化事業予算 

1) 強化委員会開催年 12 回 支出予算 300 万円（財源 会費等） 

2) 強化事業（別紙，スポーツ振興センター助成事業） 

3) 海外強豪チームの戦略データ購入 
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令和元年 強化委員会予算 
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令和元年度 医科学委員会 事業計画 

 

 

公益社団法人日本カーリング協会（JCA） 

医科学委員長 佐藤博子  

１.委員会の開催 

 

２.ドーピング検査事業 

・toto 費用申請 

・JADA と連携し検査立案 

・大会開催県協会と連携し、試合日程を確認、ドーピングコントロールステーションの設置、シャペロンの確保。

検査、大会運営がどちらも問題なく進行するための調整 

・検査立会い 

 

３.アンチ・ドーピング啓発事業  

① 研修会について 

・JCA 男女強化指定選手研修合宿（JADA 講師派遣） 

・ジュニア男女強化指定選手研修合宿（JADA 講師派遣） 

・全国高等学校カーリング選手権大会 

②各ブロック大会で医科学委員がアンチ・ドーピングの情報提供(可能であれば研修会の開催)、TUE 指導 

③ 選手権大会でプログラムに「アンチ・ドーピングのすすめ」の掲載 

 

４. 医科学情報提供 

各都道府県協会への連絡、ホームページへの掲載 

 

５. 医科学に関連する各講習会へ参加と情報提供 

・加盟団体連絡会議兼ドーピング防止研修会 

・加盟団体スポーツドクター代表者会議 

・アスレティックトレーナー連絡会議 

・アンチ・ドーピング教育担当者会議 

・アンチ・ドーピング教育活動者講習会 

・アンチ・ドーピング定期研修会 

 

６. トレーニング情報の提供 

・強化指定選手研修合宿、ジュニア男女強化指定選手研修合宿への参加 

 

７.大会時の医療体制の準備 
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令和元年度 コンプライアンス特別委員会 事業計画  

 
１．委員会の開催 

 web 会議を毎月第４日曜日に開催。 

集合会議は、年 1 回開催。 

また、通報窓口に申立のあった場合や、コンプライアンス違反等の重大な案件が発生した場合は、必

要に応じ随時 web 会議を開催する。 

 

２．コンプライアンスに関するセミナーの開催 

   ・強化合宿等（ジュニア強化選手も含む）で、選手及びコーチを対象としたコンプライアンスに関す

るセミナーを開催し、「日本代表及び強化選手の行動規定」等への理解と認識の向上を図るととも

に、アスリートとしてのスポーツ・インテグリティ保護・強化への取り組みを推進する。 

   ・協会役員を対象としたコンプライアンス＆ガバナンスに関するセミナーを開 

    催し、内部強化をはかる。（理事意見交換会時を予定） 

 

３．情報セキュリティに関する検討 

        重要なメールへのパスワード設定等を検討する。 

 

４．日本スポーツ協会公認スポーツ指導員養成講習会における「コンプライアンス＆バナンス」講習の実施 

   指導者としての、スポーツ・インテグリティ保護・強化への取り組みを推進する。 

 

５．ヘルプラインの開設 

   協会ホームページに「内部通報窓口」を開設する。 

 

６．協会ホームページを活用した啓発活動 

   協会ホームページを活用し、「スポーツ・インテグリティ」を脅かす反社会的勢力との関わりの禁止、

違法賭博等違法行為への関わりの禁止、人種差別の禁止、アンチハラスメント、アンチドーピング、

暴力根絶等への取り組みを推進する。 

 

７．上部団体等（ＪＯＣ，ＪＳＣ，日本スポーツ協会等）の開催する研修会への参加及 

アンケート調査への協力 

   上部団体、関連団体の研修等に理事等も含め積極的に参加し、スポーツ・インテグリティに関する情

報入手と知識取得に努め、協会関係者への啓発活動を行う。 

 

 
 
2019 年度コンプライアンス委員会予算（案） 

 
・集合会議の参加交通費                                   300,000 円 

・ヒヤリング実施時の交通費                                  300,000 円 

・上部団体講習会等への参加旅費               200,000 円 

合 計                         800,000 円 
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令和元年度 環境特別委員会 事業計画 

 

＊委員会開催（集合会議） １回 

      （web 会議） ２回  

＊主催大会等主要大会における環境啓発横断幕掲示 

＊カーリング施設への環境啓発ポスター掲示 

＊主催大会等主要大会における大会参加者・スタッフによる環境保全活動 

＊JOC スポーツ環境専門部会の会員としての活動 

 

 

 

平成 31 年度 環境特別委員会予算（案） 

 

＊環境啓発ポスター・横断幕作成        ５００００円 

＊委員会開催時会議室費用・交通費      ２０００００円 

       合計             ２５００００円 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 アスリート特別委員会 事業計画 

 

1. 年 6 回の特別委員会会議（内、2 回を集合会議とする。） 

   第 1 回は日本カーリング協会総会の翌日 

 

2. キッズキャンプかそれに代わる行事の開催 

   7 月中の開催予定 

 

3. 協会ホームページの活用の実施 

   懸案のアスリート意見箱を開始 

 

4. その他 

   昨年は、協会からのアスリートとしての意見を多く求められた 

   今後も積極的に協会へ意見を発信して行く 

 

 

平成 31 年度アスリート特別委員会予算案 

 

収入  320,000 円  

   2 回の集合会議の委員への旅費宿泊費 

   JOC アスリートフォーラムのなどへの出席等 

 

    600,000 円 

   キッズキャンプなどの事業費として 

   昨年同様、全農様とタイアップが継続できれば予算の縮小も可 

 



- 14 - 
 

令和元年度 マーケティング特別委員会 事業計画  

 

①委員会開催 

集合会議２回 

    web 会議(必要に応じて) 

            

②日本選手権対応（必要に応じで日本 MD も対応） 

   下見打ち合わせ 

   大会時の対応 

 

➂日本選手権のアリーナ開催に向けた準備 

  下見、現地調査（関係者との打ち合わせ など）   ※必要に応じてアイスメーカーを同行 

 

④その他 

  大会協賛企業の募集 

  日本選手権のデザイン 

   広告代理店対応  

  メディア対応 他 

 

【予算（交通費及び日当）】 

 集合会議：200,000 円 

 日本選手権対応：400,000 円 

 日本選手権のアリーナ開催に向けた準備：400,000 円 
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令和元年度 国際特別委員会事業計画 

 

1. WCF 等団体との折衝 

- 依頼要請等発生により随時 

 

2. JCA 各委員会との連携 

- 既存の国際事業について、事務局・各委員会と管掌範囲の調整 

- Annual General Congress (AGA: 年次総会) 等に向けた JCA 意思確認 

- その他随時 

 

3. 委員会開催 

- 集合会議（年2 回程度：AGA 直前・OpenMeeting 直前） 

- Web 会議（Skype 等。随時） 

 

4. WCF 関連会議への評議員派遣 

- AGA (2019/09/04-06 @Cancun, Mexico) 

- Open Meeting (恐らく 2020/03 (WMCC@Glasgow, Scotland 時)) 

- PA Zone Meeting (恐らく 2019/fall (PACC 時 (中国))) 

 

5. 国際関係力強化への検討 

- 以下に関する検討 

① WCF 理事改選への対応 

② 国際審判員等資格に関する調査 

③ WCF 関連イベントへの派遣 

④ JOC や他競技NF との連携 

 

6. 予算案 

委員会経費（WCF 関連派遣費用は事務局より支出のため計上せず） 

会議室利用料      36,000 円（年２回想定） 

参加旅費         200,000 円 

事務経費          10,000 円 

合計 246,000 円 

 

参考：国際特別委員会の目的（委員会規程から抜粋） 

① 国際団体との連携。 

② 対近隣諸国、パシフィックアジアゾーンを含めた、国際カーリング界での本協会及び本代表選手の地位向上。 

➂ 前２項の目的を達成するための、本協会理事会及び各専門委員との連携・連絡体制強化。 

 

 

 

 

 




